
アンケート集計結果 

          

参加者数/在職者数： 45名（44.1％）/102名（教員 29名/69名・職員 16名/33名） 

回答者数： 38名（84.4％） 

 

質問① 本講演を聴講し、満足しましたか？ 

 （①満足した /35名 ②どちらでもない /3名  ③満足していない /0名 ）  

質問② 本講演の内容は、理解できましたか？（該当する番号に○をお書きください）  

 （①理解できた/37名  ②どちらでもない/1名  ③理解できなかった/0名 ）  

質問③ 本講演のような、FD活動に関する講演会は、今後も必要だと思いますか？   

 （①必要である/37名  ②どちらでもない/1名  ③必要ではない/0名 ）   

質問④ 今回のような FD講演会を今後も開催するとすれば、どのような時期にどのような内容

の講演を期待されますか？         

 （時期） 

 ・ 9月末、後期の直前がよさそう。       

 ・ 夏休みの時期で良いと思う。       

 ・ 9～10月。        

 ・ 特にありません。今回のように後期を始める前で良いと思います。   

 ・ 夏休み時期。同様の時期。この時期。現状が良い。    

 ・ 授業の開始直前ではない方が良い。      

 ・ 教員の休暇の時期とずらした方がよい（当然のように休む先生も少なくない）。 

 ・ 9月中。今年と同時期。この時期で良いと思います。現行が良いと思います。 

 ・ 授業開始前、3月下旬や 9月下旬など。     

   

 ・ 後期授業前夏休み期間中。 

（8月中旬～9月下旬）夏休みなど学生の長期休暇の時期。 

 

 （内容） 

    ・ いろいろな授業法を知りたいので、その関係の講演会をお願いする。 

講演後講師と討論する。今後の運営のヒントが得られる講演会を望む。 

南九大とよく似た（サイズ・学科構成など）私立大学の事例をもっと聴きたい。 

 ・ キャリア教育など。        

 ・ 今回のような内容の講演会は初めてですが、非常に良かったと思います。 

大学での様々な取り組み、学生を主体とした取り組みを知る機会になるので 

勉強になります。        

 ・ 授業改善に関する研修        

 ・ ICTの活用。ルーブリックの活用。      

 ・ 他大学の先進的な取り組みについて知りたいです。    



 ・ 今回と同様。地域と連携する大学運営、教育。大学と〃環境にある地方の大学 

での先進的な取り組み。        

 ・ 本学と同じような地方の私学の先生の講演など。     

 ・ このような内容。今回のような地域貢献系に関心があります。   

 ・ 公募制  

 ・ 本学が後手に周っている取り組み事例。 

現在のトレンドになっている取り組み事例。     

 ・ 合理的配慮や必要な学生の対応。       

 ・ FD活動の実態が知りたい（他大学の）。      

          

質問⑤ その他、何かご意見・ご感想がありましたらお書きください。    

 ・ 特定の大学の内容に偏りすぎていると感じた。もう少し一般化した内容である 

と、参加しやすいのではないか。ご自分の大学の手前味噌那話が多すぎると感 

じた。多様な大学があり、多様な学生がいるという前提に基づき FD活動につ 

いて提言して頂ける内容が少しは聞きたかったと思う。    

 ・  学生の自立/教育・行動 言葉では生きた教育とは言うものの内容としては、 

学生の活動に任せているだけで、これが教育なのも考えさせられる問題。 

技術研究系はスキルを定着させると言った重要な教育があると思う。"  

 ・ 興味深い実践でした。ありがとうございました。     

 ・ 今回の講演のような地域に密着した活動をしている大学を知れて良かったで 

す。        

 ・ 出席者が少ないのが残念。FD委員で有りながら欠席されている先生がいらっ 

しゃるのが残念        

 ・ 講演内容は良かったが、内容が本学の FDとしては、すこしそのまま役立てる 

のが難しいかもしれないと感じた。      

 ・ 多くのヒントがあったと思います。地域学？の理解が出来ました。   

 ・ ありがとうございました。       

 ・ 活動の多さに驚いた大変刺激を受けた、元リクルートの人は今後も注目です。 

 

 

 

 

 

 


